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日頃の生活習慣を
　　　　見直し、予防を
市では、要支援1から要介護5までの介護認定を受けている方

が、2,947人（平成21年3月末時点）おられます。
　認定を受けられた方の疾病で一番多い病名は認知症です。次いで多いのが、脳梗
塞・脳出血等の脳血管疾患で3番目が高血圧症となっています。
　脳血管性認知症※や脳梗塞・脳出血、高血圧症の発症は日頃の生活習慣が大きく関
係しています。
　いつまでも自分らしく元気な暮らしを送るため、適度な運動とバランスの良い食
事、積極的に地域の活動や催しなどに参加するなど、日頃の生活習慣を見直し、予
防をしていきましょう。

　　※　�脳血管性認知症とは、脳梗塞、脳出血、脳動脈硬化などのために、脳の神経細胞に栄養や酸
素が行き渡らなくなり、その結果その部分の神経細胞が死んだり、神経のネットワークが壊
れてしまう認知症です。
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落
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史
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。
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華
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今
回
の
指
定
は
、植
遺
跡
が
甲
賀
市
だ
け

で
は
な
く
滋
賀
県
の
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史
を
考
え
る
上
で

重
要
で
あ
り
、古
墳
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代
の
地
方
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族
と
大

和
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権
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の
関
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を
知
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重
な
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高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

市
が
誇
る
歴
史
資
産
が
、今
後
は
滋
賀
県
の

史
跡
と
し
て
大
切
に
未
来
へ
と
継
承
さ
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

水口町植
う え

遺跡が
県指定史跡に

▲�植遺跡建物イメージ図
　（神

じんぼ
保忠
ただひろ
宏氏作図）

介護度 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 合計
人数 292 337 505 481 503 436 393 2,947

平成21年3月末時点　介護保険事業状況報告より

要介護(要支援）認定者数（2号被保険者も含む）

認知症
20%

脳出血・脳梗塞
19%

高血圧症
13%

骨折　6%

関節炎　5%

その他の疾患
37%

平成20年度審査案件結果より

認定審査会対象者の主な疾病割合
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